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　父・星新一が亡くなって 20年．そのあいだ，実家のリビングの電話の下にずっと置いて

あるものがあるのです．それは父が買ってそして挫折したワープロ，ミノルタのワープロエー

スMWP80です．

　今回この原稿を書くにあたり，はじめてそのワープロをとりだしてみました．大きさは 40

× 40× 20センチくらい．結構重いです．手前をパカッとあけると，そのフタの裏がキーボー

ドになっています．そして上をあけると，そこには内蔵プリンターが．おおっ．

　思えばワープロを買うようにすすめたのは私だったのでした．父は 60代で私は 20代．当

時 NEC文豪miniでサーフィン関係の原稿書きをしていた私は，「すっごい便利！　まちがえ

ても簡単になおせるし．どこにいても印刷できるんだよー．パパも買ったらいいのに」と大

さわぎ．けれど父がワープロを購入したのは私がハワイに移住したあとだったので，父が使っ

ているところを一度も見たことがなく，あとになって電話の下の物体に気づき「ママ，あれ，

なーに？」「ああ，あれはパパのワープロよ．ちょっとしか使わないでずっとあそこに置い

てあるのよ」という会話でその存在を知ったのでした．そうか．私が日本にいたら使い方を

教えてあげられたのに．悪かったな……．父に対して悪かったと思うことはたくさんあるけ

れど，これもそのひとつなのでした．

　試しにコンセントをさし電源を入れると．あ，作動した．まさか，まだ使えるとは！　文

書の作成ができるとモニターが告げている．キーボードを打ってみる．「てちかちとに」．ん？

電話の下の物体

▪星 マリナ

［巻頭コラム］
I P S J  M a g a z i n e



773情報処理 Vol.58 No.9 Sep. 2017

ひらがな入力だった．購入時のことをご存知の高齋正さんのお話では，このワープロは画面

に縦書きで表示され，父はローマ字で入力していたということだったけれど，使わないあい

だに初期化されて横書き＆ひらがな入力になってしまったのだろうか？　父は縦書きにとて

も強い思い入れがあったのです．

　父の書いたものはいったいどこに保存されているのだろうかと，しばし考えて気がついた．

フロッピーディスクの挿入口に．そうだった．フロッピーディスクというものがあったのだっ

た．別の場所に保管されていたワープロ関係の袋のなかから，サンプルディスクをとりだし

て挿入してみたけれど奥まで入らない．そして父が使っていたディスクは見当たらない．か

わりになぜかその袋に入っていたのは原稿用紙でした．もしかすると原稿用紙に下書きして

から打っていたのか？？

　母の「すぐに挫折したから」という言葉を信じれば，たとえ父のフロッピーディスクが見

つかったとしても，そこに書きかけの小説やエッセイが入っていることはなさそうです．こ

のワープロももう捨ててもいいのですけれど．もうちょっと置いておこうかな．なんとなく．

4半世紀の時をさかのぼり，父が元気だった頃にもどれたのはちょっとたのしかったのです．

「もういいよ」という父の横で「もう 1回やってみて．簡単だから！」という自分が見えた

ような気がしたのでした．
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